
 

 

 

ここでは，経路選択モデルと CNL モデルについて簡単に説明したうえで，CNL のパラメータ推定コードの説明を

行います． 

 

1 経路選択モデルとは 

経路選択モデルとは，文字通り，出発地から目的地までの利用経路の選択行動を同定するためのモデルです．

例えば，図 1 のようなケースでは，O から D に行く際に利用可能性のある経路として，Path1, 2, 3 の 3 つの経路候

補があります．利用者が実際にどの経路を利用するかを同定するためのモデルが経路選択モデルです． 

経路選択モデルの構築にあたり，それぞれの経路コストの算出が必要です．ここでは，経路間の空間的重複を考

慮した CNL モデルを用いて，経路コストパラメータを推定する方法を説明します．また，経路コストパラメータを求

めることで，ネットワーク配分に利用することもできます． 

 

図 1 経路選択のイメージ ※ 山川佳洋，羽藤英二(2008)を参考に作成    
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2 CNL モデルとは 

経路選択モデルの構築を MNL モデルを用いて行うことも可能です．しかし，その場合は，同じリンクをもつ経路

を選択肢集合の中に含んでいる場合は IIA 特性の問題が生じます．IIA 特性を緩和するために CNL モデルを

導入します． 

まず，CNL モデルの式を説明します．経路 n の選択確率は式(1)になります． 
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n: 経路(path) 

m: リンク 

Vn: 経路コスト 

μ: スケールパラメータ 

αnm: アロケーションパラメータ 

δnm: 経路 n とリンク m の包含(n に m が含まれていれば 1, それ以外は 0) 

   

図 2 ネスト構造 ※ 山川佳洋，羽藤英二(2008)を参考に作成 

P(n|m)はリンク m を選択したときに経路 n を選択する条件付き確率，P(m)はリンク m を選択する周辺確率を示

します．アロケーションパラメータαnm は，リンク m が経路 n に属する割合であり，(2)式の通り，経路長さとリンク

長の比で表します．図 2 に示すように，CNL モデルではリンクが上位ネストとなっています．アロケーションパラメ

ータはリンクの経路 n への寄与度を示しており，経路 n に属する全てのリンク m の和は 1 となります．条件付き確

率 P(n|m)は経路 n の効用 Vn とアロケーションパラメータαnm を掛けて，算出します． 
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つづいて，パラメータ推定コードの説明です． 

 

3 サンプルデータと推定準備 

インプットデータのうち，経路選択結果を示す"map-path.csv"は，マップマッチング結果のうち，102 ゾーン(横浜市

桜木町駅南側・山手エリア)の経路選択結果です．また，この選択経路データについて，経路とリンクの所属関係

を示す表が"map-path-link.csv"，経路とリンクのアロケーションパラメータを表す表が"map-allo.csv"です． 

選択経路データの OD それぞれについて，K 番目経路探索のプログラムを用いて，列挙した選択経路候補が"k-

path.csv"です．K 番目経路探索プログラムにおいて，経路距離 1.5 倍まで，上限列挙数 2000 で列挙したうえで，

経路距離がばらつくように 10 本の選択経路候補を取り出しています(元々の列挙数が 10 本未満の場合は列挙し

た全ての経路を候補としている)．選択経路候補の経路-リンク対応表は"k-path-link.csv"，アロケーションパラメー

タは"k-allo.csv"です．なお，インプットデータの凡例の詳細は凡例.txt を確認ください． 

サンプルデータの読み込みが 15 行目まで，16-43 行目まででは選択経路候補が列挙されなかった経路を除外し

ています．45 行目から 50 行目では，交通手段が私有自動車のもののみを抽出しています．52 行目から 71 行目

まではパラメータ推定で確率計算を行う際に用いる関数を定義しています． 

 

4 パラメータの宣言と効用関数の設定 

 

まず，パラメータを宣言します．CNL ではスケールパラメータが必要になります．スケールパラメータは 0 以上 1 以

下であることが必要です． 

説明変数としては，経路距離・幹線道路比率・右左折比率を用います．経路距離は対数とし，右左折比率は(右

左折回数)／(交差点回数)としています． 

  



 

 

 

5 選択確率の算出 

 

選択結果の効用，選択候補の効用を用いて，条件付き確率 P(n|m)，周辺確率 P(m)，選択確率 P(n)を計算し

ます．選択確率ベクトルは選択経路・選択候補経路の順に並んでおり，前から選択経路数の分を抽出し，対数尤

度を求めます．(以降は，MNL，NL の場合と変わりません) 

 

6 パラメータ推定結果 

 

パラメータ推定結果は上記の通りです．距離と右左折比率は 1%有意，スケールパラメータは 10%有意となってい

ます．スケールパラメータの値は 0 以上 1 以下の条件を満たしています．右左折比率パラメータはマイナスとなっ

ており，右左折の少ない経路を選びやすいことを示しています．距離パラメータはプラスとなっており，距離が長

い経路ほど選びやすいことを意味しています．これは，k 番目経路列挙で作成した選択候補経路の経路距離が

選択経路と比較的して短いものが多かったためです．実際の経路選択モデルでは，選択肢集合をどのように作

成するかが重要です． 
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